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工事名

図面名

工事箇所名

縮 尺

事務所名

図面番号 1/14-

位置図・平面図

御嵩町 南山トンネル

御嵩町

御建土第元維-22号

南山トンネル補修工事

位置図
S=1:5000

平面図
S=1:2000

南山トンネル

L=160m



スパン
区間長（m）

坑口からの距離（m）

工事名

工事箇所名

南山トンネル変状対策工展開図（１）

御建土第元維-22号

南山トンネル補修工事

縮 尺 図面番号 2/14図示 -

図面名

御嵩町　南山トンネル

事務所名 御嵩町役場

R25 R24 R23 R22 R21 R20 R19 R18

L24 L22 L21 L20 L19 L17L25 L23 L18
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0.2

0.5

0.3

0.2

0.3

0.3

0.2

0.2

0.2

0.2

0.20.3

0.3 0.2

0.3 0.3

0.3

0.3

0.3 0.2

0.2

0.2
0.2

0.3
0.3

0.2

0.3

0.2

0.5

0.2

0.2 0.2

0.15

0.3

0.3

0.2

U4.5
×0.1b

S1-1

U5.5
×0.1b

S1-6

U1.5
×0.1b

S2-1
U0.6

×0.05bS2-2

U1.4
×0.1b

S2-7

U1.5
×0.1bS2-8

U1.7
×0.1b

U4.5
×0.1b

U1.8
×0.1b

S3-6

S3-7

S2-9

S3-8

S3-1

U0.9
×0.05bS3-2

U1.5
×0.15bS3-3

U1.5
×0.15b

S4-2

S4-1

U6.4
×0.1bS4-6 U2.5

×0.1bS5-5

S5-1 S6-1

U8.0
×0.1bS6-4

S7-1

×0.1bS7-6

目地開き
D=20.0mm

植生
4.8×0.5

目地開き
D=10.0mm

植生
3.0×0.5

U0.05
×0.3b

滞水・沈砂5mm

U0.05
×0.25b

U0.15
×0.5b

U0.05
×0.3b

U0.05
×0.3b

滞水・沈砂5mm

U0.05
×0.4b U0.05

×0.4b

滞水・沈砂5mm

滞水・沈砂30mm

沈砂10mm

滞水・沈砂5mm

滞水

滞水

滞水・沈砂20mm

U0.4
×0.4b

U0.05
×0.4b

U0.05
×0.3b

U0.1
×0.3b

U0.05
×0.3b

U0.05
×0.5b

滞水・沈砂10mm

沈砂5mm

H0.05
×0.2s
D=50mm
U0.05
×0.3b

U0.05
×0.4b

U0.15
×2.5b

U0.1
×2.3b

U0.1
×0.05b

U0.1
×3.8b

H0.2
×0.4s
D=200mm

U0.2
×0.8b

U0.2
×10.8b

T0.1
×0.05s

U0.1
×2.3b

U0.1
×4.3b

H0.1
×0.3s

(撤去済)
段差
20.0mm

（5ml/min）

（5ml/min）

U0.1
×7.0b

U0.1
×8.3b

U0.05
×0.25b

S1-2

S1-3

S1-4

S1-5

S2-3

S2-4

S2-5

S2-6

S3-4

S3-5

S3-9

S3-10

S3-11

S4-3

S4-4

S4-5

S4-7

S4-8

S4-9

S4-10

S4-11

S5-2

S5-3

S5-4

S5-6

S5-7

S5-8

S5-9

S5-10

S5-11

S5-12

S5-13

S6-2

S6-3

S6-5

S6-6

S7-9

S7-10

S7-11

S7-12

S7-13

S7-14

球切れ

球切れ

球切れ

球切れ

S2-101

S2-102

S2-103

S3-101 球切れ 球切れ

球切れ

S5-101

S6-101

S7-101

表示 目視点検、打音検査での変状種類

施工目地

ひび割れ（0.3mm未満）

コールドジョイント

はく落（はく落跡）

骨材の露出（豆板状）

a

b

s

濁音がする。

清音を発し、反発がある。

圧ざ

凡　例

S1-1

U

H

J

鋼材の露出
T

うき、はく離

0.5

5.0

ひび割れ（0.3mm以上）

数値はひび割れ開口幅（mm）

段差（mm）

（矢印側は突出）

濁音（ボコボコ）がし、

はく落の可能性がある。

写真番号（トンネル本体工）

（スパン番号-変状番号）

写真番号（付属設備）

（スパン番号-変状番号）
S1-101

打音検査

溶脱物（遊離石灰など）

漏水（濡れている部分）

漏水（漏水量　ﾐﾘﾘｯﾄﾙ/分）
（10ml/min）

滞水5mm　

滞水、氷盤、沈砂

（○○厚さ　mm）

照明設備

漏水跡

導水工（線導水）

L1

0.7

PS

7.0
S001

8.0
S002

8.0
S003

8.0
S004

8.0
S005

8.0
S006

8.0
S007

線導水工(m)

ひび割れ注入工(m)

附属物

溝切り工(m)

水抜きボーリング工(箇所)

照明設備更新(箇所)

本体工
判定区分

対

策

工

種

PS S001 S002 S003 S004 S005 S006

- × × ○ × ×-

Ⅰ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ ⅢⅢ

15.0

16.5 16.5 16.5 16.5 16.516.5

2 2 2 2

6.95×2=13.9 7.9×2=15.8

流末処理工（箇所） 2 2 2 2 2 2

線導水工(ｶﾊﾞｰﾀｲﾌﾟ)(m) 2.5 2.5 2.5 2.5 2.52.5

7.9×2=15.8 7.9×2=15.8 7.9×2=15.8 7.9×2=15.8

歩道側2 監査廊側3 歩道側1 監査廊側1 歩道側2 監査廊側1 歩道側1 監査廊側1 歩道側1 監査廊側2

その他変状

附属物異状箇所

対策工の種類表　示

ひび割れ注入工（漏水あり）

対策工凡例

線導水工（樋工）

水抜きボーリング工

溝切り導水工

線導水工（樋工）（カバータイプ）

南山トンネル変状対策工展開図(1) S=1:200

NX135W NX135W NX135W NX135W NX135W NX135W NX135W

NX135WNX135WNX135WNX135WNX135WNX135WNX135WNX35W NX35W

NX35W



スパン
区間長（m）

坑口からの距離（m）

工事名

工事箇所名

南山トンネル変状対策工展開図（２）

御建土第元維-22号

南山トンネル補修工事

縮 尺 図面番号 3/14図示 -

図面名

御嵩町　南山トンネル

事務所名 御嵩町役場

R18 R17 R16 R15 R12 R11

L17 L16 L14 L13 L12 L11

R14 R13

L15

0.3 0.3

0.2

0.2
0.2

0.20.3

0.5
0.3

0.3

0.2

0.2

0.2

0.2

0.15 0.15

0.2

0.2 0.15

0.1
0.20.2

0.3
0.3

0.15

0.2

0.3
0.3

0.3

0.2

0.2

0.2 0.1

0.3

0.2

0.5

0.1

0.30.2

0.2
0.2

0.2

0.2

0.3

0.2

0.3

0.3
0.3

0.2
0.2

S7-1

U8.0
×0.1bS7-6

U3.0
×0.1b

U8.0
×0.1bS8-8

S8-9

U1.8
×0.1b

U1.4
×0.1b

S9-7S9-6

S9-8

U0.4
×0.1b

U1.5
×0.1b

S8-1

S9-2

S9-1

S10-9

S10-10

S10-2
U0.6

×0.1b

S11-2

U6.1
×0.1b

S11-5
U0.8
×0.1b

S11-6

U6.4
×0.1b

S12-1

U6.5
×0.15b

S12-9

滞水・沈砂5mm

U0.4
×0.4b

U0.05
×0.4b

U0.05
×0.3b

U0.1
×0.3b

U0.05
×0.3b

U0.05
×0.5b

滞水

滞水・沈砂10mm

沈砂5mm

U0.05
×0.2b

滞水・沈砂20mm

U0.05
×0.3b

U0.15
×0.7b

U0.05
×0.2b

U0.05
×0.3b

滞水・沈砂10mm 滞水・沈砂5mm

滞水

U0.05
×0.2b

U0.05
×0.4b

U0.05
×0.3b

滞水・沈砂10mm 滞水・沈砂20mm

滞水

滞水
U0.05
×0.3b 滞水 滞水滞水

U0.1
×8.3b 0.3

U0.1
×0.4b

(一部撤去)
H0.05
×0.1s

U0.1
×4.1b

（5ml/min）

U0.1
×1.1b

0.1

H0.05
×0.1s

U0.1
×0.5b

H0.05
×0.2s
U0.1
×1.0b
U0.1
×0.3b

U0.05
×0.2b

U0.05
×0.35b

H0.05
×0.25s

異物混入
0.1×0.1

異物混入
0.1×0.1 U0.1

×0.2b

U0.1
×2.0b

U0.1
×3.5b

異物混入
0.1×0.1

U0.15
×0.15b

（5ml/min）

U0.1
×3.5b

U0.1
×2.2b

U0.1
×0.1b

U0.1
×0.1b

異物混入
0.1×0.1

U0.1
×0.1b

H0.05
×0.2s

U0.1
×0.1b

U0.1
×2.7b

U0.1
×0.5b

U0.1
×0.7b

H0.1
×0.1s

U0.1
×0.1b

H0.15
×0.15s

U0.05
×0.25b

S6-2

S6-3

S6-5

S6-6

S7-2

S7-3

S7-4

S7-5

S7-7

S7-8

S7-9

S7-10

S7-11

S7-12

S7-13

S7-14

S8-3

S8-4

S8-5

S8-6

S8-7

S8-10

S8-11 S8-12

S9-3

S9-4

S9-5

S9-9

S9-10

S9-11

S9-12
S9-13

S10-1

S10-3

S10-4 S10-5

S10-6

S10-7

S10-8

S10-11

S10-12

S10-13

S11-1

S11-3

S11-4

S11-7

S11-8

S11-9

S11-10

S11-11
S11-12

S12-4

S12-5

S12-6

S12-7

S12-11

S12-12
S12-13

S13-3

球切れ

S7-101

S9-101

S10-102
球切れ球切れ

球切れ 球切れ

S10-101 S11-101

球切れ

S12-101

球切れ
S12-102

U0.7
×0.1b

S12-10

S8-2

S12-2

S12-3

S12-8

表示 目視点検、打音検査での変状種類

施工目地

ひび割れ（0.3mm未満）

コールドジョイント

はく落（はく落跡）

骨材の露出（豆板状）

a

b

s

濁音がする。

清音を発し、反発がある。

圧ざ

凡　例

S1-1

U

H

J

鋼材の露出
T

うき、はく離

0.5

5.0

ひび割れ（0.3mm以上）

数値はひび割れ開口幅（mm）

段差（mm）

（矢印側は突出）

濁音（ボコボコ）がし、

はく落の可能性がある。

写真番号（トンネル本体工）

（スパン番号-変状番号）

写真番号（付属設備）

（スパン番号-変状番号）
S1-101

打音検査

溶脱物（遊離石灰など）

漏水（濡れている部分）

漏水（漏水量　ﾐﾘﾘｯﾄﾙ/分）
（10ml/min）

滞水5mm　

滞水、氷盤、沈砂

（○○厚さ　mm）

照明設備

漏水跡

導水工（線導水）

L1

8.0
S007

8.0
S008

8.0
S009

8.0
S010

8.0
S011

8.0
S012

S007 S008 S009 S010 S011 S012

× ○ × × × ×

Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ

7.9 2.8

16.5 16.5 16.5 16.5 16.5

2 2 2 2 2 2

16.5

2 2 2 2 2 2

2.5 2.5 2.5 2.5 2.52.5

7.9×2=15.8 7.9×2=15.8 7.9×2=15.8 7.9×2=15.8 7.9×2=15.8 7.9×2=15.8

歩道側1 監査廊側1 歩道側2 監査廊側1 歩道側1 監査廊側1 歩道側1 監査廊側2 歩道側1 監査廊側1 歩道側2 監査廊側1

その他変状

附属物異状箇所

線導水工(m)

ひび割れ注入工(m)

附属物

溝切り工(m)

水抜きボーリング工(箇所)

照明設備更新(箇所)

本体工
判定区分

対

策

工

種

流末処理工（箇所）

線導水工(ｶﾊﾞｰﾀｲﾌﾟ)(m)

0.7

対策工の種類表　示

ひび割れ注入工（漏水あり）

対策工凡例

線導水工（樋工）

水抜きボーリング工

溝切り導水工

線導水工（樋工）（カバータイプ）

南山トンネル変状対策工展開図(2) S=1:200

NX135W NX135W

NX135WNX135W NX35W

NX35WNX35W NX90W NX90W NX90W NX90W NX90W

NX90WNX90WNX90WNX90WNX90W



スパン
区間長（m）

坑口からの距離（m）

工事名

工事箇所名

南山トンネル変状対策工展開図（３）

御建土第元維-22号

南山トンネル補修工事

縮 尺 図面番号 4/14図示 -

図面名

御嵩町　南山トンネル

事務所名 御嵩町役場

R9 R8 R7 R6 R5 R4

L10 L9 L8 L7 L6 L5 L4 L3

R10

0.5
0.3

0.2

0.3

0.2

0.3 0.5

0.3
0.5

0.3

0.2 0.2

0.2

0.2

0.3

0.3

0.5
0.3

0.2

0.1

0.1

0.3

0.3

0.3

0.2

0.3

U8.0
×0.1bS13-1

U0.15
×0.2b

S13-2

U8.0
×0.15b

S13-6

S14-1

U6.0
×0.1bS14-2

U1.5
×0.2b

U0.9
×0.1b

S14-3

S14-4

U4.8
×0.1b S14-8

U1.7
×0.1b

S14-9

（1000ml/min）

U1.5
×0.15b S15-3

S15-1

U8.0
×0.1b S15-4

U1.5
×0.1b

S15-8

U3.2
×0.1b

S15-9

U8.0
×0.1b

S16-5

U8.0
×0.1b S17-2

U8.0
×0.1b

S17-5

U0.05
×2.15bS17-6

U6.5
×0.1b

S18-1

U7.0
×0.15b

S18-3

S19-1

U1.9
×0.1b

S19-4

U0.05
×0.25b

U0.05
×0.35b

U0.05
×0.45b

U0.1
×0.25b

滞水・沈砂5mm
U0.1
×0.7b

U0.3
×0.3b

U0.45
×0.7b

U0.05
×0.6b

滞水・沈砂10mm

U0.05
×0.5b

U0.05
×0.2b

滞水・沈砂5mm 滞水・沈砂5mm

U0.05
×0.05b

U0.05
×0.3b

U0.05
×0.3b
U0.05
×0.2b

沈砂5mm
U0.2

×0.05b

U0.05
×0.2b

U0.1
×2.7b

U0.1
×0.5b

U0.1
×0.7b

H0.1
×0.1s

U0.1
×0.1b

U0.1
×0.1b

H0.05
×0.2s

U0.05
×0.4b

U0.1
×1.7b

U0.05
×0.15b

U0.05
×0.5b

U0.05
×0.2bH0.1

×0.1s

U0.2
×0.4b

U0.1
×0.1b

異物混入
0.1×0.1

U0.05
×0.9b

H0.05
×0.4s

U0.1
×0.1b

U0.1
×0.1b

U0.05
×1.2b

異物混入
0.1×0.1

U0.1
×0.1b

U0.05
×1.7b

異物混入
0.1×0.1

異物混入
0.1×0.1

U0.1
×1.2b

H0.1
×0.1s

H0.1
×0.1s

S12-4

S12-5

S13-3 S13-4

S13-5

S14-5

S14-6

S14-7

S14-10

S14-11

S14-12

S14-13

S14-14

S15-2

S15-5

S15-6

S15-7

S15-10 S15-11

S15-12

S15-13 S15-14

S15-15

S16-1

S16-2 S16-3

S16-4

S16-6

S16-7

S16-8

S17-1

S17-3

S17-4

S17-7

S17-8

S17-9

S17-11

S17-10

S18-2

S18-4

S18-5

球切れ
S13-101

球切れ
S14-101

S12-10

表示 目視点検、打音検査での変状種類

施工目地

ひび割れ（0.3mm未満）

コールドジョイント

はく落（はく落跡）

骨材の露出（豆板状）

a

b

s

濁音がする。

清音を発し、反発がある。

圧ざ

凡　例

S1-1

U

H

J

鋼材の露出
T

うき、はく離

0.5

5.0

ひび割れ（0.3mm以上）

数値はひび割れ開口幅（mm）

段差（mm）

（矢印側は突出）

濁音（ボコボコ）がし、

はく落の可能性がある。

写真番号（トンネル本体工）

（スパン番号-変状番号）

写真番号（付属設備）

（スパン番号-変状番号）
S1-101

打音検査

溶脱物（遊離石灰など）

漏水（濡れている部分）

漏水（漏水量　ﾐﾘﾘｯﾄﾙ/分）
（10ml/min）

滞水5mm　

滞水、氷盤、沈砂

（○○厚さ　mm）

照明設備

漏水跡

導水工（線導水）

L1

8.0
S013

8.0
S014

8.0
S015

8.0
S016

8.0
S017

7.0
S018

S013 S014 S015 S016 S017 S018

× × ○ ○ ○ ○

Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ

16.5 16.5

2 2 2 2 2 2

16.5 16.5 16.5 16.5

6.9×2=13.8

2 2 2 2 2 2

2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5

7.9×2=15.8 7.9×2=15.8 7.9×2=15.8 7.9×2=15.8 7.9×2=15.8

歩道側1 監査廊側1 歩道側1 監査廊側2 歩道側1 監査廊側1 歩道側2 監査廊側1 歩道側1 監査廊側1 歩道側1 監査廊側2

その他変状

附属物異状箇所

線導水工(m)

ひび割れ注入工(m)

附属物

溝切り工(m)

水抜きボーリング工(箇所)

照明設備更新(箇所)

本体工
判定区分

対

策

工

種

流末処理工（箇所）

線導水工(ｶﾊﾞｰﾀｲﾌﾟ)(m)

対策工の種類表　示

ひび割れ注入工（漏水あり）

対策工凡例

線導水工（樋工）

水抜きボーリング工

溝切り導水工

線導水工（樋工）（カバータイプ）

南山トンネル変状対策工展開図(3) S=1:200

NX135W NX135W NX135W NX135W NX135W NX135W

NX135WNX135WNX135WNX135WNX135WNX135WNX35W NX35W

NX35WNX90W

NX90W



スパン
区間長（m）

坑口からの距離（m）

工事名

工事箇所名

南山トンネル変状対策工展開図（４）

御建土第元維-22号

南山トンネル補修工事

縮 尺 図面番号 5/14図示 -

図面名

御嵩町　南山トンネル

事務所名 御嵩町役場

R3 R2 R1

L2 L1

0.2

0.2

0.2

0.2

0.2

0.1
0.1

U3.5
×0.1bS19-1

U1.9
×0.1b

S19-4

S19-5

U1.5
×0.1b

S20-1

U0.8
×0.05b

S20-2

U0.9
×0.1b

S20-3

U0.5
×0.1b

S20-5

U0.25
×0.1b

S21-2

ケーブル
カバー破損

U6.0
×0.1b

S21-3

U0.05
×0.3b 滞水・沈砂5mm

滞水・沈砂20mm

欠損
0.03×0.03
D=150mm

植生
2.9×0.5

植生
2.4×0.5

H0.1
×0.2s

H0.1
×0.3s

異物混入
0.1×0.1

U0.1
×1.2b

H0.1
×0.1s

H0.1
×0.1s

U0.1
×8.9b

U0.1
×0.1b

U0.1
×2.4b

H0.1
×0.1s

BOX
腐食

2.0

2.0終点側
坑外灯

S18-2

S19-2

S19-3

S19-6
S19-7

S20-4

S21-1

S21-4 PE-1
PE-2

PE-101

PE-102

調光器更新

表示 目視点検、打音検査での変状種類

施工目地

ひび割れ（0.3mm未満）

コールドジョイント

はく落（はく落跡）

骨材の露出（豆板状）

a

b

s

濁音がする。

清音を発し、反発がある。

圧ざ

凡　例

S1-1

U

H

J

鋼材の露出
T

うき、はく離

0.5

5.0

ひび割れ（0.3mm以上）

数値はひび割れ開口幅（mm）

段差（mm）

（矢印側は突出）

濁音（ボコボコ）がし、

はく落の可能性がある。

写真番号（トンネル本体工）

（スパン番号-変状番号）

写真番号（付属設備）

（スパン番号-変状番号）
S1-101

打音検査

溶脱物（遊離石灰など）

漏水（濡れている部分）

漏水（漏水量　ﾐﾘﾘｯﾄﾙ/分）
（10ml/min）

滞水5mm　

滞水、氷盤、沈砂

（○○厚さ　mm）

照明設備

漏水跡

導水工（線導水）

L1

4.5
S019

6.0
S020

6.0
S021

0.8
PE

S019 S020 S021 PE

合計数量○ ○ - -

Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅱ

25.7m

346.5m

312.9m

34箇所

35W相当 歩道側5 監査廊側5

16.5 16.5

2

4.4×2=8.8 5.9×2=11.8

16.5

5.9×2=11.8

42箇所2 2 2

 52.5m2.5 2.5 2.5

歩道1監査廊1 歩道側2 監査廊側1 90W相当 歩道側6 監査廊側6 135W相当歩道側14監査廊側14 調光装置 1箇所

その他変状

附属物異状箇所

線導水工(m)

ひび割れ注入工(m)

附属物

溝切り工(m)

水抜きボーリング工(箇所)

照明設備更新(箇所)

本体工
判定区分

対

策

工

種

流末処理工（箇所）

線導水工(ｶﾊﾞｰﾀｲﾌﾟ)(m)

0.7

対策工の種類表　示

ひび割れ注入工（漏水あり）

対策工凡例

線導水工（樋工）

水抜きボーリング工

溝切り導水工

線導水工（樋工）（カバータイプ）

南山トンネル変状対策工展開図(4) S=1:200

NX135W NX135W

NX135WNX135W

NX35W



S=1:50断　面　図 ひび割れ補修工詳細図

(100m当り)

kg硬化剤

115.0kg注入材

摘　　　　要数　量単位規　　　　格名　　　称

高圧注入プラグ 本

5.90

500

ひび割れ補修工（漏水あり）材料表

アクリル樹脂

注入材の5.0％

ひび割れ補修工　（漏水あり）

高圧止水注入

高圧注入プラグ

アクリル系注入材

機械ﾎﾟﾝﾌﾟ（電動ﾎﾟﾝﾌﾟ）

による高圧注入

ひび割れ補修工

（漏水あり）

トンネル中心

工事名

図面名

工事箇所名

縮 尺

事務所名

図面番号 6/14-

ひび割れ補修工図

御嵩町 南山トンネル

御嵩町

御建土第元維-22号

南山トンネル補修工事

ひび割れ補修工図 S＝1：50



※歩道側の高さ2.5m以下の箇所には、アンカーカバーを設置すること。

線導水工（樋工）材料表

4.0ｍ線導水工

種　　別

(4m当り)

数 量単位項  目 計  算  式

ドレン・シーラー

アーチ・ドレン W=350

ドレン・バンド

13×15×1000 ｍ

本

16.0

9

規格等

アンカー ステンレス　φ8、L=80 本 18

線導水工（樋工）（カバータイプ）材料表　※歩道側下部より2.5m部分

4.0ｍ線導水工

種　　別

(4m当り)

数 量単位項  目 計  算  式

ドレン・シーラー

アーチ・ドレン W=350、カバータイプ型

ドレン・バンド

13×15×1000 ｍ

本

16.0

9

規格等

アンカー ステンレス　φ8、L=80 本 18

数　量
単位規　　　　     格名　　　　称

流末処理工

0.268

8.5

コンクリートハツリ

側溝 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄＵ型

鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ細目

m

m3

m 8.5

1.446路盤材掘削 m3

コンクリート塊処理 m3 0.268

17.00コンクリートカッター工 m

敷きモルタル m3 0.074

コンクリート埋戻し m3 0.816

摘　　　　　　要

(10箇所当り)

0.662

21.0

21.0

3.572

240

240用

0.662

42.00

0.183

2.016

監査廊側 歩道側

σck=18N/mm2

350350

線導水工
W=350

流末処理工 流末処理工

線導水工
W=350

トンネル中心

流末処理工

道路中心

線導水工 線導水工

はつり・掘削範囲詳細

流末処理工図5
0
0
（

標
準

）
5
0
0
（
標

準
）

5
0
0
（
標

準
）

アンカー

2
8

ドレン・シーラー
 13×15×1000

施工目地仕上材

流末処理工

7070

350

210

70

27
～
30

70 210 70

350

≒
3
5

φ8　L=80

工事名

図面名

工事箇所名

縮 尺

事務所名

図面番号 7/14-

線導水工図

御嵩町 南山トンネル

御嵩町

御建土第元維-22号

南山トンネル補修工事

線導水工図 S＝図示

横断方向目地

横断方向目地
漏水箇所

線導水工

樋工

A A

S.L

流末処理工 流末処理工

45

5
0

鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ細目240用

側溝 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄＵ型 240
敷きﾓﾙﾀﾙ t=30

40

3
0

50

ｺﾝｸﾘｰﾄはつり

路盤材掘削

850 2100

240

240

2
4
0

290

330

29
0

150 150

630

2
4
0

290

S=1：50側　面　図　S=1：50断　面　図　

線導水工詳細図(樋工)　S=1：5

S=1：3道路カバータイプ　

SL

ドレン・シーラー

13×15×1000

アンカー

φ8、L=80



工事名

図面名

工事箇所名

縮 尺

事務所名

図面番号 8/14-

溝切り導水工図

御嵩町 南山トンネル

御嵩町

御建土第元維-22号

南山トンネル補修工事

5050

線導水工

横断目地
350

※　溝切り導水工は、横断目地部で、導水樋に導水するため、目地から5cm離して施工する。

溝切り導水工

縦断目地

断　面　図

トンネル中心

溝切り導水工

溝切り導水工図

80
32

38
10

220
1090209010

プライマー（エポキシプライマー）

外装材（エポキシ樹脂パテ）

接着剤（エポキシ樹脂）

充填材（ハイスポンゴム）

22
0

縦断目地

溝切り導水工詳細図(210型)

縦　断　図

溝切り導水工

エ
ポ
キ
シ
樹
脂 液テパ

体液　 kg

kg

摘　　　　要数　量

100.0

8.3

341.0

単位

ｍ

kg

3.9

(L=100.0ｍ当り)

ペースト

ハイスポンゴム(参考)

外装材（ｴﾎﾟｰﾙT-5）

接着剤（ｴﾎﾟｰﾙT-1）

名　　　称

プライマー（P-1000）

溝切り導水工　材料表
規　　　　格

充填材

ひび割れ、施工目地
導水空洞

S=1：50

S=1：50



断　面　図 S=1/40

水抜きボーリング工図 S=１：４０

側壁部詳細図

摘　　　　　　要数　量単位規　　　　     格名　　　　称

(10箇所当り)水抜きボーリング工　材料表

4.0

6.0

水抜きボーリング

コアボーリング

水抜きパイプ

m

m

m 10

地山φ65mm

φ65mm

VP=50

コンクリート

有孔管

吸出し防止材 m2 0.4t=2mm

線導水工 線導水工

トンネル中心

水抜きボーリング工

L=1000

道路中心

はつり・掘削範囲詳細

水抜きボーリング工

L=1000 A-A断面図

鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ細目240用

線導水工
樋工

数　量
単位規　　　　     格名　　　　称

流末処理工

0.268

8.5

コンクリートハツリ

側溝 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄＵ型

鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ細目

m

m3

m 8.5

1.446路盤材掘削 m3

コンクリート塊処理 m3 0.268

17.00コンクリートカッター工 m

敷きモルタル m3 0.074

コンクリート埋戻し m3 0.816

摘　　　　　　要

(10箇所当り)

0.662

21.0

21.0

3.572

240

240用

0.662

42.00

0.183

2.016

監査廊側 歩道側

流末処理工図

流末処理工 流末処理工

σck=18N/mm2

工事名

図面名

工事箇所名

縮 尺

事務所名

図面番号 9/14-

水抜きボーリング工図

御嵩町

御建土第元維-22号

南山トンネル補修工事

御嵩町 南山トンネル

S.L

(VP50 L=1000)

吸出し防止材

水抜きパイプ(有孔管)

コアボーリング

φ66m/m

水抜きボーリング

線導水工

流
末
方
向

線導水工

樋工

A A

S.L

CL

45

50

鋼製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ細目240用

側溝 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄＵ型 240
敷きﾓﾙﾀﾙ t=30

40

3
0

5
0

ｺﾝｸﾘｰﾄはつり

路盤材掘削

流末処理工 流末処理工

850 2100

240

240

2
4
0

290

330

2
9
0

150 150

630

2
4
0

3
04

40
4
0

22
4

35
0

21
0

7
0

70

39

290



R25 R24 R23 R22 R21 R20 R19 R18 R17 R16 R15

L24 L22 L21 L20 L19 L17 L16 L14 L13

R14

L15L25 L23 L18

R12 R11 R9 R8 R7 R6 R5 R4 R3 R2 R1

L12 L11 L10 L9 L8 L7 L6 L5 L4 L3 L2 L1

R13 R10

149.7m

151.6m

位　　置

歩　道　側

監 査 廊 側

名　　称

複合ケーブル

ダクター

ケーブル固定金物

複合ケーブル

ケーブル固定金物

規　　格

CV3.5sq×7C

ダクターL=100

ケーブラ20A

CV3.5sq×7C

ケーブラ20A

単位

m

個

個

m

個

数　量

149.7

151.6

150

150

152

ケーブル設置工材料表

ダクター ダクターL=100 個 152

複合分岐ケーブル CV2sq×3C m 20.0

複合分岐ケーブル CV2sq×3C m 20.0

ダクター ダクターL=100 個 25

ダクター ダクターL=100 個 25

ケーブル固定金物 ケーブラ15A 個 25

ケーブル固定金物 ケーブラ15A 個 25

位　　置

歩　道　側

監 査 廊 側

名　　称

複合ケーブル

厚鋼電線管

規　　格

42G

単位

m

m

数　量

149.7

ケーブル撤去工数量表

複合ケーブル

厚鋼電線管 42G

m

m

151.6

149.7

151.6

1トンネル当たり 1トンネル当たり

20mm以下

20mm以下

工事名

図面名

工事箇所名

縮 尺

事務所名

図面番号 10/14-

トンネル照明ケーブル更新図

御嵩町

御建土第元維-22号

南山トンネル補修工事

御嵩町 南山トンネル

トンネル照明ケーブル更新図

NX135WNX135WNX135WNX135WNX135WNX135WNX135WNX35W NX35W NX35W NX90WNX90WNX90W

NX135W NX135W NX135W NX135W NX135W NX135W NX135W

NX135WNX135WNX135WNX135WNX135WNX135WNX135WNX35W NX35W

NX35WNX35WNX35WNX90W NX90W NX90W

NX90WNX90WNX90W

NX135W NX135W NX135W NX135W NX135W NX135W NX135W NX35WNX35W NX90W NX90W NX90W



取付脚

端子台

LEDユニット

前面ガラス

端板

部　品　名

4

6

5

電源装置

部番

1

3

2

本体

材質･材厚

ADC12

強化ガラス t5

鋼板　t4.5

A6063

2

2

1

1

1

1

数量

1

備　　考

塗装

溶融亜鉛めっき

塗装

樹脂7

8 防水グランド 1樹脂

200V

4-φ12穴(落下防止ワイヤ取付用)

12 3

4

2-12×20穴
(取付用)

65 8 7

4-φ12穴(落下防止ワイヤ取付用)

12 3

4

2-12×20穴
(取付用)

56 8 7

取付脚

端子台

LEDユニット

前面ガラス

端板

部　品　名

4

6

5

電源装置

部番

1

3

2

本体

材質･材厚

ADC12

強化ガラス t5

鋼板　t4.5

A6063

2

2

1

1

1

1

数量

1

備　　考

塗装

溶融亜鉛めっき

塗装

樹脂7

8 防水グランド 1樹脂

200V

既設器具取付寸法300mm

既設金具取付用アジャストプレート付

既設器具取付寸法500mm

既設金具取付用アジャストプレート付

落下防止装置 1

各種アンカー 1式

落下防止装置 1

各種アンカー 1式

352
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工事名

図面名

工事箇所名

縮 尺

事務所名

図面番号 11/14-

トンネル照明器具外形図（１）

御嵩町

御建土第元維-22号

南山トンネル補修工事

御嵩町 南山トンネル

トンネル照明器具　外形図(1)
(参考図)

基本照明器具

NX35W相当LED器具 S=1:5

入口照明器具

NX90W相当LED器具 S=1:5



取付脚

端子台

LEDユニット

前面ガラス

端板

部　品　名

4

6

5

電源装置

部番

1

3

2

本体

材質･材厚

ADC12

強化ガラス t5

鋼板　t4.5

A6063

2

2

1

1

1

1

数量

1

備　　考

塗装

溶融亜鉛めっき

塗装

樹脂7

8 防水グランド 1樹脂

200V

4-φ12穴(落下防止ワイヤ取付用)

2-12×20穴
(取付用)

12 3

456 8 7

既設器具取付寸法700mm

既設金具取付用アジャストプレート付

落下防止装置 1

各種アンカー 1式

分岐ケーブル

取付金具

既設コンクリートアンカー

ダクター

ケーブル固定金物

既設流用

新設LEDトンネル照明器具
アジャストプレート取付

分岐処理部

ダクター

分岐ケーブル

幹線ケーブル

取付金具
既設流用

新設LEDトンネル照明器具
アジャストプレート取付

コンクリートアンカー
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工事名

図面名

工事箇所名

縮 尺

事務所名

図面番号 12/14-

トンネル照明器具外形図（２）

御嵩町

御建土第元維-22号

南山トンネル補修工事

御嵩町 南山トンネル

トンネル照明器具　外形図(2)
(参考図)

入口照明器具
NX135W相当LED器具 S=1:5

照明器具 取付要領図
S=free



ホーク・タイワイヤーZ
SUS TWZS1080TypeⅡ(シャックル付)

構造用ステンレス鋼ワイヤロープ
7×19 SS/O B種 φ4 JIS G3550準拠

トンネル照明器具 落下防止対策工（参考図）

(TWZS1080TypeⅡ 2本2箇所2掛　相当品)

くさび型圧着
SUS φ4用

シャックル
SUS SB6(付属品)

シャックル
ドブナイロンコート SB6(付属品)

ワイヤー保護チューブ

工事名

図面名

工事箇所名

縮 尺

事務所名

図面番号 13/14-

トンネル照明器具落下防止対策工図

御嵩町

御建土第元維-22号

南山トンネル補修工事

御嵩町 南山トンネル

S.L
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H30mm以下 幅150mm 両面反射 窄孔式

H30～50mm 幅200mm 両面反射 窄孔式

本体径φ80、ベース径φ250、着脱式、H800
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舗装工図
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ポストコーン＠2000

ポストコーン＠2000 道路鋲＠2000

道路鋲＠3000

薄層カラー舗装＠250010300

4600

4000

薄層カラー舗装＠2500
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不施工区間

工事名

図面名

工事箇所名

縮 尺

事務所名

図面番号 14/14-

舗装工図

御嵩町

御建土第元維-22号

南山トンネル補修工事

御嵩町 南山トンネル
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舗装工平面図
S=1:1000

施工箇所１　L=160m

コンクリート舗装工　t=250mm

施工箇所２　L=10m

アスファルト舗装工

施工箇所３　L=126m

アスファルト舗装工

舗装工展開図
H=1:250

施工箇所１ 施工箇所２

V=1:100

薄層カラー舗装詳細図

S=1:25

舗装構成図
S=1:5

施工箇所１

不陸整正工(RC-30)　t=30mm

コンクリート舗装工　t=250mm

施工箇所２・３

下層路盤工(RC-30)　t=100mm

表層工(再生密粒度As20mm)　t=50mm

不陸整正工

上層路盤工(M-30)　t=100mm


